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男子原発性尿道移行上皮癌の1例
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   A case of primary transitional cell carcinoma of the male urethra is reported. A 24-

year-old man, who complained of tumor of the urethral orifice with hypospadias, was admitted 
to our Hospital on November 30, 1983. Urethrocystoscopy and biopsy revealed grade 1 

papillary transitional cell carcinoma of the anterior urethra. 
   Partial resection of anterior urethra including tumor was performed on December 20, 

1983. Histopathological diagnosis revealed graae 2 transitional cell carcinoma without 

submucosal invasion. Postoperatively, the patient was treated with Tegafur and Krestin as 

adjuvant immuno-chemotherapy. The patient has shown no evidence of disease for 3 years 

after surgery. 

   There have been reported 23 cases of primary transitional cell carcinoma of the male 

urethra in Japan.
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緒 言

男子原発性尿道腫瘍 はまれ な疾患 で病理組織学的に

は,そ の70～80%は 扁平上皮癌であ り,移 行上皮癌は

20%弱 であ るといわれ ている.〉 今回われわ れ は 尿

道下裂 をともな った男子前 部尿道移 行上皮癌 の1例 を

経験 したので,若 干 の文献的考察を加えて報告す る.

症

患 者:24Yrk,男 子,工 員

初診=1983年11月30[

例

主訴;外 尿道 口腫瘤形成

既往歴18歳 時虫垂切除術

家族歴=特 記すべ きことな し

現病歴ll982年11月 初め頃 よ り外尿道 口の出血を と

もなった乳頭状腫瘤 に気付 いていたがその まま放置 し

ていた.1983年11月 末頃 より,会 陰部か ら右鼠径部に

か けて疹痛が出現 したので,近 医を受診 し,右 副睾丸

炎 の診断の もとに抗 生剤の投与を うけたが,症 状が軽

快 しないため同年ll月30日 当科に紹介 され,尿 道下裂,

尿道腫瘍お よび副睾丸炎の診断の もとに同年12月4日,

当科に入院 した.
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現病:体 格 ・栄養中等度であ り,胸 ・腹部理学的所

見に異常 は認め られなか った.亀 頭部尿道下裂が見 ら

れ,外 尿道 口は冠状溝に開 口 してお り,そ の全周に多

発性乳頭状腫瘍形成を認めた(Fig.1)。 そ の他,右 副

睾丸尾部に示指頭大 の硬結お よび圧 痛を認め た.

内視鏡検査:尿 道膀胱鏡では,外 尿道 口より近位へ

約3.Ocm付 近 まで尿道全周にわた り乳頭状腫瘍 の発

生を認めたが,そ れ より近位 の尿道粘膜お よび膀胱 粘

膜には腫瘍の発生は認 められ なか った.

X線 学的検査:排 泄性尿路造影で上部尿路に異常所

見は認め られなか った.

入院時検査成績=外 尿道 口の腫瘍部 のスタ ンプ標本

のPapanicolaou法 に よる細胞診 にて移行上皮細胞

がみ られclass3で あ った,そ のほか血液,血 液化学

検査結果な どに とくに異常所見は認め られなか った.

治療経過:尿 道腫瘍 の診断 のもとに,腫 瘍の生検を

行なったところ,移 行上皮癌grade1の 診断を得,

また腫瘍 の粘膜下への浸潤を認めず,表 在性腫瘍 と考

え られたため,1983年12月20日,尿 道部分切除術を施

行 した.手 術方法お よび手術所見はFig.2に 示 した

ごとくである.乳 頭状腫瘍は外尿道 口 よ り近 位 へ 約

3.Ocmの ところ まで尿道全周にわた って存在 して い

たので,Fig.2-(1)に 示 した 太 い 実 線 の ごと くin-

cisionを 加x,尿 道を外尿道 口よ り約4cmの 長 さ

にわた って 剥離 し切除 した(Fig.2-(2)).っ いで,

陰茎包皮を陰茎海綿体 よ り十分剥離 したのち陰茎背面

包皮にボタ ソ穴をあけ,亀 頭 を引 き出 してFig.2-(3)
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(4)の ごと く皮膚縫合を行ないFr.18のFoleyカ テ

ーテルを留置 して手術を終了 した.

病理学的所見:摘 出標本の肉眼的所見で尿道粘膜の

全周に多発性 の乳頭状腫瘍 を 認 め た(Fig.3).摘 出

標本の病理組織学的所見では,一 部 を角化を ともな っ

たgrade2の 移 行上皮癌であ り,腫 瘍 の 粘膜下へ の

浸潤は認め られ なか った(Fig.4).

術後,補 助的免疫化学療 法 としてTegafur800mg

/dayお よびKrestin3,09/dayを 投与 し,退 院後 も当

科外来にて経過 観察中 であ る.現 在 まで術後約3年 を

経過 しているが腫瘍 の再発は認め られ て い な い。 な

お,3年 以上経 過 して腫瘍の再発を認め ていないので,
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近 く,尿 道下裂に対 し尿道形成術を行な う予定を して

いる.

<発 生 し,移 行 上 皮癌 はprostaticurethraに,腺 癌

はbulbomembranousurethraに 発生 す る もの が 多

い と してお り,distalurethraに 発 生 す る移 行 上皮 癌

は極 め て まれ と され て い る2627).わ れ わ れ の本 邦 報告

例 の集 計 で は,移 行 上 皮 癌 はmiddleurethraに 発生

のみ られ た もの が10例43.5%と も っ と も多 く,distal

urethraに 発 生 した移 行 上 皮 癌 は 本 症 例 を 含 め て5例

にす ぎ ない(TableI)

一 般 に 尿 道 腫 瘍 の 治療 方 法 は,E:r_一 の 発 生 部 位 と

進 展 に よ って 外科 的 手術 適応 が 決 め られ る が,10W

gradeの 早 期 癌 ではTURZp>や 尿 道 部 分 切除 術20,27)

に よ って 治療 可 能 で あ り,進 展 した 尿 道 腫 瘍 に対 して

は,根 治 的広 範 摘 除 術 が 行 わ れ て い る25,29-32).本 邦

報 告 例 の うち 尿道 移 行 上 皮 癌 の み に 限 っ て み て も,

TUR,尿 道 部 分 切 除 術か ら根 治的 陰 茎 尿 道 膀 胱 全 摘

除 術 ま で各 種 の 手術 方 法 が適 応 され て い る(Table2)

Table1, Locationoftransitionalcellcarcinoma
ofthemaleurethrareportedinJapan

考 察

しocation
No.of

cases
cx)

男子 尿 道 腫 瘍 は 非 常 に まれ な 疾 患 で あ り1・2),そ の

病 理 組 織 学 的 分類 に よる発 生 頻 度 は,Kaplanら 諸)に

よれ ば,男 子 尿 道 腫 瘍212例 中,扁 平 上 皮 癌164例

(77.4%),移 行 上 皮 癌32例(15.1%),腺 癌14例

(6.6%)お よび未 分 化 癌2例(o.s%)で あ り,亀 井

ら4)は,本 邦 報告 例111例 を 集 計 して,扁 平 上 皮 癌63

例(56.8%),移 行 上 皮 癌20例(18.0%),腺 癌9例

(8.1%)お よび基 底 細 胞 癌3例(2.7%)と 報告 して

い る.し た が って,男 子 原 発性 尿 道 移 行 上 皮癌 の 発生

頻 度 は 男 子 尿道 腫 瘍 の 約20%弱 とまれ で あ り,本 邦 に

お い て は1952年 辻 ら5)が 最 初 に報 告 して 以 来,わ れ わ

れ の 調 べ 得 た 限 りでは,自 験 例 を 含め23例5-27)に す ぎ

ない.

尿 道 腫瘍 の年 齢 別 頻 度 は,Kaplanら の 報告 で は50

歳 代 に もっ と も多 く,本 邦 集 諦,25)で は60歳 代 に もっ

と も多 い。 わ れ わ れ が 集 計 した尿 道 移 行 上 皮癌 で もほ

ぼ 同 じ よ うな傾 向 で,50歳 代 が8例,60歳 代が4例,

70歳 代 が5例 と,50～70歳 代 が17例,73.9%を 占め て

い た.

尿 道 腫 瘍 の 組 織 型 と尿道 の発 生 部 位 に 関 して は,

Kaplanら は 尿道 腫 瘍 の77%は 扁 平 上皮 癌 であ り,移

行 上 皮 癌 は15%に す ぎず,扁 平.ヒ皮 癌 はdistalureth・

raとbulbomembranousurethraに もっ と も 多

Distal

Middle

Proximal

Total

Unknown

5

10

5

z

i

(21.7)

(43.5)

(21.7)

(8.7)

(4.3)

Total 23 (100.0)

Table2.Surgicaltreatmentsfortransitional
cellcarcinomaofthemaleurethra
reportedinJapan

Methodsofsurgery
No.of

cases
(%)

TUR

Simpleresection

Partialresection

Totalextirpation

Amputationofpenis

Totalemusclation

Totalpenourethrocystectomy

6

1

5

2

4

2

z

(30.4)

(4.5)

(22.7)

(9.1)

(18.2)

(9.1)

(9.1)

Total z2 (ioo.o)
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一方 ,手 術 療 法 の 補 助 療 法 と して 化学 療 法 や 放 射 線 療

法が 行 なわ れ て い るが,化 学 療 法 と しては,6平 上 皮

癌 に対 してbleomycinが 使 用 され るの に 対 して,移

行上皮 癌 で はadriamycin,mitomycinCお よびcis-

diamminedichloroplatinumな どが 用 い られ てお り,

最 近 で は 抗 癌 剤 のmicrocapselに よ るchemo-

embolizationを 行 な い,よ い成 績 であ った とす る報

告 もあ る25)し か し,TURな どに よ る保 存 的療 法 に

おけ る局所 化 学 療 法 の 有用 性 は未 だ 明 らか でな い:8).

われ われ の症 例 は,移 行 上 皮 癌grade2の 表 在 性 腫

瘍で あ り,か つ前 部 道 尿 に 限 局 して い た の で,尿 道 部

分切除 術 を 行 な い,術 後 補 助 療 法 と してTegafurと

Krestin内 服 療 法 の併 用 に て 術 後 約3年 の経 過 で あ る

が,再 発 もな く良好 な 結 果 を 得 て い る.

尿 道腫 蕩 の予 後に 関 して は,Rayら 。o)によ れ ば 発

生部 位 に よ り,そ の5年 生 存 率 は 異 な る よ うで,振 子

部 に発生 した 尿 道腫 瘍 では66.7%,後 部 尿道 に発 生 し

た尿 道腫 瘍 で は21.4%と 報 告 して い る.前 部 尿道 に発

生 した 移 行 上皮 癌 は そ の 発 見 も早 く,TURや 陰 茎部

分 切除 を行 な って予 後 も よい と され て い るzo‐'s).本

邦集 計例 に 関 して は詳 細 な 予 後 は 不 明 で あ るが,自 験

例 はcoronalhypospadiasの 外 尿 道 口 に 発 生 した

lowgrade,lowstageの もの で 局 所 的 治 療 が 可能 で

あ った ので,そ の予 後 は 良好 と考 え られ る.

男子原発性尿道移行上皮癌 ・尿道下裂

結 語

24歳男性に発生 した尿道下裂を ともな った原発性 前

部尿道移行上皮癌 の1例 を報告す るとともに,自 験例

を含め本邦における男子原発性尿道移行上皮癌報告例

23例を集計 し,若 干の文献的考察 を加えた.

なお,本 論文の要旨は第108回 日本泌尿器科学 会関西地 方

会にて報告 した.
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